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通期連結業績予想の修正並びに個別決算における特別損失の計上 

および通期個別業績予想と前期実績との差異に関するお知らせ 

 

  当社は、令和 4 年 3 月期決算において、下記のとおり令和 4 年 2 月 9 日に公表いたしました令和 4 年 3

月期通期連結業績予想につきまして、下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

また、令和 4年 3月期通期の個別決算におきまして特別損失を計上するとともに、前事業年度の実績値と

比較して差異が生じる見込みとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和 4年 3月期通期連結業績予想値の修正（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）          

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり  

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

14,100 
百万円 

△400 
百万円 

△600 
百万円 

△700 
円銭 

△182.20 

今回修正予想（Ｂ） 14,300 △70 △230 △450 
 

△117.13 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 200 330 370 250 － 

増  減   率（％） 1.4 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（令和 3年 3月期） 

13,630 △912 △879 △972 △253.19 

 

業績予想修正の理由 

令和 4年 3月期の通期連結業績予想につきましては、依然として新型コロナウイルス感染症の影響が

あるものの、不動産事業において万代シテイのリニューアル効果を取り込むことができたことに加え、

まん延防止等重点措置の解除に伴い、運輸事業を含む各事業においても早期の需要回復が見られ、併せ

て費用削減等が奏功した結果、前回公表した業績予想を修正することといたしました。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成 

   したものであり、実際の業績とは異なる可能性があります。 

 

 



 

 

２．個別決算における特別損失の計上について 

当社の連結子会社である国際佐渡観光ホテル株式会社の株式について、同社の業績悪化による時価下落等によ

り、関係会社株式評価損 380百万円を特別損失に計上することとなりました。 

また、当社の連結子会社である株式会社シルバーホテルの財政状態および業績状況を勘案し、健全性の観点か

ら、関係会社事業損失引当金 153百万円を特別損失に計上することとなりました。 

尚、関係会社株式評価損および関係会社事業損失引当金は連結財務諸表では消去されることから、通期の連結

業績に与える影響はありません。 

 

 

３．令和 4年 3月期 通期個別業績予想と前期実績との差異（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日）          

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり  

当期純利益 

前期実績（Ａ） 
（令和 3年 3月期） 

百万円 

7,975 
百万円 

△168 
百万円 

△470 
百万円 

△697 
円銭 

△181.51 

今回発表予想（Ｂ） 
（令和 4年 3月期） 

9,088 301 △26 △735 
円銭 

△191.52 

差異額（Ｂ－Ａ） (注) 1,113 － － － － 

差 異  率（％） (注)  14.0 － － － － 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日）等を当事業年度の期首か

ら適用しており、令和４年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお

ります。前期実績につきましては、当該会計基準等適用期間前の数値となります。 

 

前期実績との差異の理由 

個別業績の予想につきましては、依然として新型コロナウイルス感染症の影響があるものの、不動産事

業において万代シテイのリニューアル効果を取り込むことができたことに加え、まん延防止等重点措置の

解除に伴い、運輸事業を含む各事業においても早期の需要回復が見られたことから、営業利益・経常利益

において前期実績を上回る見込みです。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成 

   したものであり、実際の業績とは異なる可能性があります。 

 

 

   

   

 

以  上 


